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胚性未分化(ES)細胞や昨今開発された iPS 細胞は、自己複製能と多分化能を兼ね

備えており、再生医療や創薬、毒性評価への応用が期待されている。しかしなが

ら、幹細胞は万能ゆえに、自発的に様々な細胞に分化してしまい、現段階では、

その分化を制御できない。そのために、未分化マーカーと考えられているタンパ

ク質や遺伝子の発現解析を継続的に確認し、未分化性が十分に維持できているか

どうかを確認する必要がある。しかしながら、現在、一般的にヒト ES 細胞やヒト

iPS 細胞は、豚ゼラチンをコートしたディッシュ上に、マウス胎児由来細胞をフ

ィーダー細胞として、血清、あるいは組成の明らかにされてない添加因子を用い

て培養されている。このような未知の因子が存在する条件下においては、細胞の

生物学的な解析を正確に行うことはできない。これまでに、私たちは、マウスＥ

Ｓ細胞のフィーダー細胞を用いず、既知の組成による無血清培地 ESF7 を開発した。

この条件を基本として、ヒト ES 細胞における培養条件を検討し、フィーダー細胞

を用いない既知の組成による無血清培地 hESF9 を開発した。これらの条件は、ヒ

ト幹細胞の臨床応用への可能性を高める有用な培養法であると考えられ、さらに

詳細な解析を進めている。 
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